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本研究は、スピン流科学の研究において世界をリードして
きた応募者が、核スピンポンピングという革新的な研究成果
に基づき、スピン流科学を核スピンへ発展的に展開しようと
する挑戦的なものである。 

核スピンの持つ角運動量を取り出して利用することはこれ
まで困難であったが、本研究によって従来のスピントロニク
スで開拓された様々な物理現象を核スピンへ展開できること
が期待され、学術的意義が大きい。計画どおり研究が進展す
れば、核スピン系の低いエネルギースケールや高い量子コヒ
ーレンスを利用した新機能性の開発にもつながることが期待
できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


